
 

 

令和７年度水俣病犠牲者慰霊式「水俣市長式辞」 

  

 水俣病の公式確認の日から、本日で６９年目を迎えました。 

 この間に水俣病により亡くなられたすべての御霊（みたま）が

安らかならんことをお祈りし、謹んで哀悼のまことを捧げます。 

 本日、水俣病犠牲者慰霊式を挙行するにあたり、御遺族をはじ

め、水俣病患者の皆様、被害者団体の皆様、浅尾環境大臣、木村

熊本県知事、国会議員並びに県議会議員の皆様、近隣自治体の皆

様、また多くの市民の方々の御臨席を賜り、祈りを捧げていただ

きますことに、心から厚く御礼を申し上げます。  

水俣病により被害にあわれた方々と御遺族の苦しみ、悲しみは

これ程の長いときを経ても変わることはありません。その思いに

多くの方々と寄り添っていくための取組みとして、今年度の慰霊

式では、次の世代を担う子どもたちから募集した美しい水俣の海

の象徴である「うたせ舟」と「祈り」をテーマにしたイラストを

掲載したプレートを慰霊の碑に奉納することとしております。 

水俣病で犠牲になられたすべての方たちの鎮魂と同じ過ちを

二度と起こさないとの想いを込めるとともに、「もやい直し」が

進むことを切に望みます。 

 本市は、これまで、市民の皆様をはじめ、議会、行政が一体と

なって、国や県の御支援をいただきながら、環境に配慮した様々

な取組みを実施してきました。環境モデル都市の理念を継承し、

発展させた「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されるなど、環境のまち

として高く評価されるようになりました。  

 しかしながら、本市では、全国及び県平均を大きく上回る速さ

で高齢化が進み、一方で出生数は減り続け、人口減少に歯止めが

かからない状態です。こうした状況下ではありますが、水俣病に

より被害にあわれた方々と御遺族の苦しみ、悲しみに寄り添い、



その教訓を発信し続けるためにも、持続可能な地域を作り上げて

いくことが私たちに課せられた大きな使命です。 

地域の将来像として、水俣市が掲げる「みんなが幸せを感じ 

笑顔あふれる元気なまち 水俣」の実現に向け、引き続き、さま

ざまな施策を力強く推進してまいります。 

 終わりに、改めて、水俣病で犠牲となられたすべての生命に心

から祈りを捧げ、式辞といたします。 

 

 

  令和７年５月１日 

                  水俣市長 髙岡 利治 

 

 

 

 







 



祈りの言葉 

私の通う水俣市立葛渡小学校は自然豊かな美しい学校です。運動場には

校舎よりも高い銀杏の木。給食の時間には、おなかをすかせた鹿の親子が

運動場を散歩していることもあります。このような葛渡の自然の豊かさは

校歌の中にも見つけられます。「そのなゆかしい つりばしの かかった

かわは いまもなお いわねあらって きよくすむ」。私の通う学校の近

くには川が流れています。その川の水が木々や花々、稲を潤し、水俣の山々

の植物や生き物の命を支え、水俣市の中心部を流れ、やがて海へ辿り着き

ます。水俣病はこの海で起こりました。 

 

大阪では、ＳＤＧｓの達成のため、地球環境についての課題を世界で共

有する目的で、万国博覧会が開かれています。なぜ、新聞でもテレビでも

ＳＤＧｓという言葉を耳にするのでしょうか。それは、ＳＤＧｓが達成さ

れていない世の中だからなのではないかと私は思います。ＳＤＧｓの目標

に「全ての人に健康と福祉を」「人と国の不平等を解消すること」「海の豊

かさを守ること」があります。これら一つ一つは達成されて当たり前のは

ずのことなのですが、そうなっていない現状があります。達成できて当た

り前のことができていない世の中だから、達成目標として設定してあると

思います。ＳＤＧｓを達成することが当たり前になる世の中になるために

どうすればよいのかをこれからも考え続けます。 

 



私はいろいろなことを考えることが好きです。このお話の主人公だった

らどんな気もちかなあ。もしそこに自分がいたらどんなことをいうかなあ。

想像することで目の前に起こっている出来事が、過去や未来と繋がります。

想像することで、他人事から自分事になります。 

 

もし私が公式確認の６９年前、その場にいたのならばどんな言葉を誰に

向かって言ったのだろう。どの立場にいたのだろうと想像します。決して

過去の出来事にしてしまわないこと、水俣病は今も続いていて決して終わ

っていない、自分事として捉えることで共通認識を持つことができるので

はないでしょうか。 

 

私は昨年度「水俣に学ぶ肥後っ子教室」で、語り部の吉永理巳子さんの

お話を聴きました。家族が周りの人から差別を受け、悔しくて悲しい思い

をしたことや、周りに「家族が水俣病」だと言えなかったことは「自分自

身が差別をしていることと同じと気付いたんだ」と話されていたことが特

に印象的でした。水俣病が発生した時代を知らない私たちだからこそ、水

俣病に対して正しい理解を深めることが差別や偏見をなくす第一歩だと

思います。そして公式確認から６９年経った今もなお、水俣病の症状や差

別に苦しんでいる人がいるということは常に考え続けなければいけない

ことです。 

 



「楽だから」「簡単だから」という理由で、楽な方に逃げてしまうこと

は人間誰しもあることだと思います。私自身にも少しそういうところがあ

ると思います。人間だから仕方のない部分かもしれません。「みんなが言

っているから言った」「よく知らないのに決めつけた」「何か分からないか

ら仲間外れをした」これらの言葉や行動は人を傷つけます。自分が言った

こと、自分がやったこと、続けてきたこと、それらはどうだったのかを常

に振り返ることが大切だと思います。間違えたと思ったらしっかりと謝り、

その後の行動を変えていきたいと思います。「水俣病を教訓に」という言

葉をよく聞きますが、その言葉を、水俣病を「どう教訓にしていくのか」

をこれからも考えていきたいです。私は水俣が大好きです。人にやさしい、

人に温かい、自然が豊かで食べ物もおいしい、こんな水俣が大好きです。

これから出会ういろいろな人に水俣のことを知ってもらいたいです。私は

将来も「水俣出身です」と胸を張って言いたいです。そして前を向いて生

きて行くことを誓い、祈りの言葉といたします。 

 

令和７年５月１日 水俣市立葛渡小学校 

児童代表 坂口悠介 



 

令和７年度 環境大臣「祈りの言葉」 

  

水俣病によって、かけがえのない命を失われた方々に対し、

心から哀悼
あいとう

の意を表します。 

 

また、大変な苦しみの中でお亡くなりになられた方々や、

その御遺族、そして健康被害や地域に生じた軋轢
あつれき

などに苦し

まれてきた皆様に対し、誠に申し訳ない気持ちです。 

政府を代表して、水俣病の拡大を防げなかったことを、改

めて衷 心
ちゅうしん

よりお詫び申し上げます。 

 

水俣病犠牲者慰霊式が、今年度も無事開催に至り、私自身

も環境大臣としてこの場に参列させていただくことができ

たことを、大変感慨深く思っております。 

実行委員会の皆様をはじめ、開催に向けて準備を進めてこ

られた地元の関係者の皆様の御努力に感謝申し上げます。 

 

昨日、ここ水俣の地を訪れ、水俣の自然と不知火海の美し

さ、雄大さを肌で感じるとともに、水俣病の被害を受けた

方々のお話を聞かせていただき、今この場に立たせていただ



 

いております。この美しく豊かな自然が汚染されて甚大
じんだい

な被

害が生じ、平穏な地域社会に長年にわたる不幸な亀裂がもた

らされたことに、深く思いを致さずにはいられません。多く

の方々の御努力によってこの美しく豊かな環境が取り戻さ

れたことを実感し、水俣病のような悲惨な公害を二度と繰り

返してはならない、豊かで美しい自然環境をしっかりと次の

世代に引き継いでいかなければならないと、環境大臣として

の役割を改めて認識し、強く決意いたしました。 

 

環境省では、これまで、多くの方々の御協力を得ながら、

水俣病に関する補償や救済に努めるとともに、胎児性
た い じ せ い

・

小児性
しょうにせい

患者をはじめとする方々の日々の生活の支援や、地域

社会の 絆
きずな

を取り戻すいわゆる「もやい直
なお

し」に全力で取り組

んでまいりました。 

 

1956 年の水俣病公式確認から、今年で 69 年という月日が

経過し、来年は 70 年を迎えます。私たち一人一人が水俣病と

向き合い、国の内外の多くの方々、次の世代の方々に、水俣

病の歴史と教訓を伝え引き継ぐため、そして今の美しく豊か

な自然を取り戻した水俣の姿に関心を持っていただくため



 

に、引き続き地域の皆様の声に耳を傾け、関係自治体や地元

企業、地域づくりに尽力されている多くの皆様とも協力しな

がら、この節目の年を迎えられるよう、全力を挙げてまいり

たいと考えています。 

 

長い年月の経過により、水俣病の被害を受けた方々やその

御家族の方々なども少しずつ年を重ねられる中、皆様が、将

来にわたり地域で明るく安心して暮らしていける社会を実

現していくことが重要です。関係自治体や地域で日々努力さ

れている医療・福祉関係の皆様などとも協力しながら、引き

続き一つ一つの取組を着実に積み重ね、医療・福祉の充実に

努めていきたいと考えています。 

 

また、水俣病のような悲惨な公害が、世界のいかなる国に

おいても繰り返されることのないよう、国際社会が一丸とな

って水銀対策に取り組むため、2013 年に採択された「水銀に

関する水俣条約」は、152 に及ぶ国と地域が締結するに至っ

ています。我が国は、世界で悲惨な公害が繰り返されること

がないよう、語り部の方々をはじめとした多くの方々の御協

力に基づいて我が国の歴史と教訓を世界に発信し、国際機関



 

とも連携しつつ、数多くの二国間・多国間協力事業を行い、

積極的に世界の水銀対策に取り組んでいます。 

引き続き、水俣病の経験と教訓を世界に発信し、国際社会

の中で先頭に立って、水銀による環境汚染や健康被害のない

世界の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

水俣には、水俣の地を愛し、誇りを持ち、地域の発展と安

心を目指して、様々な形で日々努力されている方が多くいら

っしゃいます。 

そうした地域の皆様の想いが、美しく豊かな自然と文化と

ともに、将来世代にしっかりと引き継がれていくよう、国と

して、地方公共団体、経済界、国民の皆様とともに、持続可

能で安心して暮らしていける社会の実現を目指して、全力で

取組を進めていくことを誓います。 

 

結びに、改めて、水俣病の犠牲となりお亡くなりになられ

た方々の御冥福をお祈りするとともに、水俣の地に暮らす皆

さまの「もやい直し」に取り組んでいくことをお約束し、私

の「祈りの言葉」とさせていただきます。 

 



 

令和７年５月１日     

環境大臣 浅尾 慶一郎 

 










